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Abs鯲 t： The　purpose　of 　this　stUdy 　is　to　cellect 　data　required　for　the　control　of　oder 　in　home　care 　 envirouments ．　We

  vesdgated 出e　odor 　e血 ssion　scene 血 home 　care 　environrnent ．　There　are 血 e　following　tWo 血 investiga恒on 　of 血 is　study ．　In

primary　i皿 vestigation
，
　odors 　of 　the　emission 　sceno 血 elderly 　person

’
s　rooms 　were 　measured 　by　the　gas　senso エ In　secondary

investigation，　we 　measured 　the　odors 　of 　the　emission 　scene　in　elderly　person
’
s　rooms 　by　olfactoIy　measurement 　method 　and

gas　 chromatograph ，　Measurement　items　were 　odor 　concentration
，　 odor 【ntensity ，　 odor 　quality　 and 　 odor 　 component

concen 廿 adon ．

Key　words ： Care　environment ，　Odor　conce 嘸 tion，　Odor　components ，　Gas　sensor

要旨 ：本研 究 で は 、在宅 介護環 境 の 臭気対 策 に必 要 なデ
ー

タ を収集す る こ とを 目的 と し、臭気発生場 面 の 調査を

実 施 し た。1 次調 査で は、ガ ス セ ン サーを用 い て 在宅介護環境 の 臭気 の 発 生 場 面 、発 生 状況 を調査 し た。2 次 調査

で は 、1 次調査 に お い て 、にお い の 発 生 場 面 と特 定 した 場 面 の 臭 気 を採 取 し、嗅覚測 定法 と臭 気 成分 分 析 を行 い 、

臭気 濃度 、 臭気 強 度、快・不 快度、臭気質、臭気成分濃度な どの デ
ー

タ を収集 した。1次調査 の 結果、主な臭気発

生場面は、排便行為、尿 ・便 に よる おむ つ 交換時、体位変換時 で あ り、寝室 の 使用済みお む つ 用 の ごみ箱か ら の

に お い が 室 内 の 臭気の レ ベ ル へ 影響 して い る可 能性 が示 され た。2 次調査 の 結果、摘便時 は臭気強度、不 快度が 高

く、摘便時、便 に よ る お む つ 交換時 に 、メ チ ル メ ル カ プ タ ン 濃度 と酢 酸 濃度 が 上 昇傾 向 に あ る こ とが 明 らか とな

っ た。

キーワード：介護環境， 臭気濃度 　 臭気成分， ガ ス セ ン サー

　　　　　　　　　1 ．は じめに

　 これ ま で の 在宅介護環 境 の 臭気 に関す る研究 で は、

にお い の 問題点 を抽出 し、改善策 を検討す る こ とを 目

的 と して 、介護 者 お よび 同居 家族 に対 し て ア ン ケ
ー

ト

調査 を 実施 し た （光 田 ら，2012）。ま た、在 宅 介 護 環 境

の 通 常時 の にお い の レベ ル を測定 し、病室、住宅の LDK

の に おい の レ ベ ル と比 較 し、在 宅介護環境 の 通常時 の

状況 を測定 した （光田 ら，2013）。そ の 結果、に お い は、

介護行為の 遂行 に 際 し直接 的 な 障 壁 とは な らな い が、

快
・不 快感 と深 く関連 し、介護負担 の

一
因 とな り、介

謹者だけで な く介護 に 関わ りの 少 な い 同居家族 の 生 活

の 質に も影 響 を及 ぼす もの で あ り、改善が強 く求 め ら

れ て い る 実態 が 明 らか とな っ た。

　本研究で は、在 宅介護環境 の 臭気 対策 に 必 要な デー

タ を 収集する こ とを 目的とし、2 つ の 調査を実施 し た。

1 次調査で は、ガ ス セ ン サーを用 い て在宅介護環堤 （要

介 護 者 の 寝 室 ） の 臭 気 の 発 生 場 面、発 生状 況 を調 査 し

た e2 次調査 で は 、1 次調査 に お い て 、にお い の 発 生 場

面 と特定 した場面 の 臭気 を採 取 し 、 嗅覚測 定法 と臭気

成分 分 析 を 行 い 、臭気濃度、臭気強度、快
・不 快度、

臭気質、臭気成分濃度などの デ
ータ を収集 し た。

　　　　　　　　　　2 ，方法

2．1　 1 次 調 査 の 概 要

（D 対象者の 選定

　在 宅介護環境 に 関す るア ン ケート調査 協力者の 中か

ら訪問調査の 了 解 の 得 られた 対象者 の 自宅に 訪問 し て 、

間取 りの 把 握 と介護 状 況 等 の ヒ ア リン グ調 査 を行 っ た。

訪問調 査の デ
ー

タ を 基 に 、要 介護者 の 属 性、住宅 の 間

取 り等 を考慮 し、調査 対象者9名 を選 定 した。

（2） 調査方法

　要介護 者 の 寝 室 に 、ガ ス セ ン サー （ARU−02C、新 コ ス

モ ス 電 機製） を設 置 し 、 行 動 記 録 と対 応 させ て臭気 の

発生す る 場面 と頻度 を調査 し た。寝室の 状況 に よ りガ

ス セ ン サー
の 設 置数 は異 な る が、い ず れ もベ ッ ドを 囲

む よ うに セ ン サ
ー

を設 置 し た。ま た 、臭気が 発 生 す る

と考 え られ る ごみ 箱付 近 、台 所 か ら調理 臭 が流 れ 込 む

可 能 性 を考 え 、 台 所 近 傍 、 居 室の 出 入 り口 付 近 等に も
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設置 し た。介護者 に は 寝室 で の 排 泄 状 況、食事 内容、

訪 問介護 の 内 容、家族 の 簡単 な行動 を記録 させ た。調

査 は 4月〜5月 に 実施 し、1件 に つ き 3 日間測定 した。

2，2　 2 次 調査の 概要

（D 調 査 対 象 者 と試 料採取 方 法

　1次調査の 結果、ガス セ ン サ
ー

値 の 上 昇幅 が大 きか っ

た 介護場 面、ガ ス セ ン サー
の 応答頻度 の 高か っ た介護

場面 の ある調 査対 象者 6 名 に 2 次 調査 を依頼 し た。い

ず れ の 対象者 に お い て も、各場 面 との 比較 の た め、通

常時 （定常） の 試料採取を行 っ た。また、就寝時 にセ

ン サー値 が上 昇 した た め、要介護者 が 不在 の 時 と入 室

か らの にお い の レ ベ ル の 経 時 変 化 を測 定 す る た め の 対

象 者 も 選 定 し た。試 料採 取 に は フ レ ッ ク ス ポ ン プ

（DCI−NA型、近 江 オ ドエ ア
ーサービス 製）を用い 、臭

気試料の 臭気採取用袋内 へ の 吸 着 を防 ぐた め、共 洗 い

を行 っ た後 、採 取 し た。な お 、臭気試 料採取 の 1．5 時

間 前に は 、 介護 と関係 の な い 食事をす る等 の に お い の

発 生 す る行為、居室 の 開 口 部、建具 の 開 放 は控 え させ

た。

（2＞ 嗅覚 測 定 法

　パ ネル 選定試験 に 合格 した 20 代 の 学生 6 名 に よ り、

三 点比較 式 臭袋 法 を用 い て 臭気 濃度 を求 めた。ま た、

採取 し た臭気試料 の 6 段階臭気強度、9段 階快・不 快度、

臭 気 質 の 回 答 とに お い に 関す る 自 由記 述 を させ た 。

（3）臭気成分分析

　ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ 分析計 （GC−2014、島津製作所 製）、

ガ ス ク ロ マ トグラ フ 質量 分析 計 （GCMS−QP2010、島津製

作所製）、に お い 嗅ぎガ ス マ トグ ラ フ 分 析 計 （GC−4000 ・

OP275 、　GL サ イ エ ン ス 製 ）を用 い て 採 取 試 料 の 臭気成分

分析 を行 っ た。

　　　　　　　　 3 ，結果 ・考察

　 1 次 調 査 の 結 果、ガ ス セ ン サ ー
の ピ

ー
ク 時 と行動記

録 と対応 させ る と、表 1 の 通 り、お むつ 交換時 、寝室

に 隣接す る トイ レ で の 排泄時、体位変換時、訪問看護

中、ごみ 箱 の 開閉時、要 介護者 の 就寝中に値 の 上 昇が

見 られ る こ とが 分か っ た 。セ ン サ
ー

の 応答 頻 度 は、尿

に よ るお む っ 交換が 最 も高い が 、上 昇値 の 幅は 、便 に

よ る おむっ 交換または 浣腸、トイ レ （便 ） の 使 用 な ど

排便 行 為 に 関す る内容 で 大 きい こ とが把握 された。

　 2 次 調 査 で 測 定 した、定 常 時、お む つ 交 換、摘便、

体 位 変 換 、ごみ 箱 の 各項 目の 結果、ごみ 箱 （使 用 済み

お む つ 入 れ ） の 臭気 濃度が 高く、寝室 の に おい の レ ベ

ル へ影響 して い る可 能性 が 示 唆 され た，ま た、摘便時

の 臭気 強度、不 快度 が 高い。臭気成分分 析 の 結 果、摘

便 時 、便 に よ るお む つ 交換時に 硫黄系化合物、酢酸が

検出され て お り、体位変換 で ア セ トアル デ ヒ ド濃度が

上 昇 し て い る こ とが 把握 された。

表 1　介護場面の セ ン サー値の 上 昇継続時間、上 昇幅

嵐 ビ→ 畤の行為
目籤 r
午前

回致ノ

鵜

繧翻時闘 紛 y
　 　 午萌

鴛続時剛 分，’

　 　 午穫
上昇竃

おむ つ 3ε蠱（恥 1噌31 噌315 201
1 体位変段 o1o 4a4

梗
一
陰 瓢洗津 1e30 o 皿一

2 竃曜21 噌201 曜2OI 〜02
2 蚤 o殉1060 oo 応一 曜 曜 卿

交擾〔尉 11 帰2 ■ 1帰50Ol一 宀
10 　 18 卿ga 3001 曜015
o0 　 1o 203　　 交換〔便）一

爾看 護〔お風呂｝ oo 叩1o 弓o02
お　　　　【尿｝ 1o10 ooo5

7 介護サ
ービス 〔漉鼠 　　　■ 1o 鼓 1 0 叢 1

埀 1810 401 噸02
おむつ 交換（尿｝ 2110 1002

8o 　　　，　宀 o ■ o 10015「
ハ ビワ 1o5P oo 覃一 帰 o卿31 1o

10 訪 開看護 〔λ滔．おむつ 支換．着昔え．シーツ交換， 靂 o50 o 吸

おむつ 査複 〔便｝ 5o1 o0 ■

お　　　　〔屆蹌 o1o 10 巳■

訪 闘介護   便．擣駄 食事 ．洗濯｝ 195 oo 』5
12

トイレ 〔便｝ 1115 1003 帰o，
」ミ 1o5 ooo5

13 ガ ベ トに は い る o2 噌3B 10噌30 皿 ”04『
換 【尉 1噂33 噌61 1oo5

o04 　 05
17
一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し

1o1 oo ∬ 5

お ご つ
一

換 ［跳隆誉した梗｝ 2o20 o01 ”02

選 1；エ ア コ ン鬮姶と同じタイミングαレ為読♂レ鯲 Lず

　　　　　　　　　 4 ．まとめ

　本研究 で は、在宅介護環境 における 臭気発生場面を

特 定 し、そ の 場 面 の 臭気 の レ ベ ル 、臭気 成分等 を測 定

す る こ とで それ ぞれ の 場面 の 臭気 の 特性を把握 した。

主 な 臭気 発生 場面 は 、排便 行 為、尿 ・便 に よ る お む っ

交換時、体 位変 換時で あ り、寝室 の 使 用 済 み お む っ 用

の ごみ 箱か らの に お い が 室 内の 臭気 の レベ ル へ影響 し

て い る可 能 性 が 示 され た。ま た、摘便時 は臭気強度、

不快度 が 高 く、摘便時 と 便に よ る お む っ 交換 時 に 、メ

チル メ ル カ ブ タ ン と酢 酸 濃度 が 上 昇傾 向 に あ る こ とが

明 らか となっ た。

　今後、要介護者の 状態、ケ ア 等 とに お い の レ ベ ル の

関係 な ど、調 査 対 象 者 ご との 特 徴 を詳 細 に検 討 す る。
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